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築 堤 区 間 に お け る 引 堤 改 修 の 課 題 

 

1.  引堤改修の一般的な課題 
河川整備事業における引堤改修は、流下能力不足に対する有効な対策メニューの一つではあるが、一般

的には以下のような課題の多い対策メニューである。 

 

 

2.  武庫川での築堤区間における引堤改修の課題 
以上に示す引堤改修の一般的な課題は、武庫川下流域の築堤区間の引堤改修においてもあてはまるため、

武庫川の河川整備基本方針では、上下流区間と比較して現況川幅が狭い以下の４箇所についてのみ、河床

掘削、低水路拡幅に加え、局所的対策として必要最小限の引堤改修を予定している。 

（参考資料①参照） 

・ 南武橋付近右岸側（2.0k 付近） 

・ 阪神橋梁付近右岸側（3.0k 付近） 

・ 名神～上武庫橋間左岸側（6.0k 付近） 

・ 甲武橋下流６号床止め工付近右岸側（7.5k 付近） 

 

上記引堤予定箇所のうち、南武橋付近および阪神橋梁付近の引堤改修（いずれも右岸側）においては、

下表に示す各橋梁の架替えが、また後者では堤防法尻部を走る阪神武庫川線の軌道移設も必要となる。 

その他の引堤箇所においては、橋梁等の改築は必要ないが人家連担区域での引堤改修となる。 

 

武庫川の引堤予定箇所 引堤に伴う要改築橋梁 その他 

南武橋付近右岸側 南武橋  

阪神橋梁付近右岸側 阪神橋梁、武庫川橋 阪神電鉄武庫川線軌道移設 

名神～上武庫橋間左岸側 －  

甲武橋下流付近右岸側 －  

 

 

 

 

 

 

3.  「補助スーパー堤防」について 
「補助スーパー堤防」とは、都道府県が主体となって実施する事業であり、直轄が実施する「スーパー

堤防」（以下、「直轄スーパー堤防」という）に対し便宜的に命名されたものと考えられ、正式の事業名は

「特定地域堤防機能高度化事業」である。 

採択基準は、「人口・資産の集積地、防災上重要な箇所」、「破堤した場合甚大な被害が生じる箇所」、「盛

土事業の方が他の河川改修より安価な場合（代替案比較）」となっている。 

参考資料②（まちづくり WG提言の出典）の隅田川の例によると、補助スーパー堤防は 50m幅の盛土

となっているが、堤防高が低いために、この程度の敷幅（盛土幅）で済んでいると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ スーパー堤防の比較（参考資料②より） 

 

この 50m程度の補助スーパー堤防を武庫川の阪神橋梁付近において整備した場合、勾配が 1：6となり、

堤防上の利用は困難な緩傾斜堤防になると考えられる。（図-2参照） 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 阪神橋梁付近で 50m幅の堤防を整備した場合の例 

 

堤内地盤高と堤防高の差が大きい武庫川クラスの河川においては、スーパー堤防上を有効に活用するに

は、直轄程度の敷幅が必要と考えられる。この場合、堤防高の 30倍の敷幅の盛土が基本となり、8m×30

＝240m程度（≒川幅）の大規模な盛土事業が想定される。（図－３参照） 

（直轄スーパー堤防の平均的な敷幅は 300m前後程度である） 

 

引 堤 改 修 の 一 般 的 な 課 題 

河川施設・占用物件 

への影響 
社会環境への影響 自然環境への影響 

事業規模 

（事業費、事業期間） 

・橋梁の改築・継ぎ足

し 

 

 

・重要橋梁の改築の場合は、

交通等に大きな影響 

・大規模な引堤は、広範囲の

用地取得や多数の家屋移

転を伴う 

・河道内環境を考慮すれば、

他の対策（河床掘削・低水

路拡幅）に比べて、自然環

境への影響は軽微にとどま

る 

・市街地の大規模な引堤は、

膨大な費用が必要 

・補償交渉のほか、大規模な

引堤により、事業が非常に

長期間になる 
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図－３ 阪神橋梁付近で「直轄スーパー堤防」を整備した場合の堤防敷幅の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

盛土範囲 
（川幅程度） 
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■ 参考資料①：第 41 回総合治水ワーキング 参考資料 
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武庫川基本方針における引堤箇所（1/2） 

武庫川現況航測写真（0.0k～5.0k） 
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武庫川の基本方針では、上下流区間と比較して現況川幅が狭い 4箇所において、河床掘削、低水路拡幅に加え、局所的対策として引堤を行なう。 

 3.0k 付近 標準断面図  SV=1/400,SH=800  

▽全計河床高 
▽工実河床高 

【凡 例】 

     整備計画断面 

     整備計画掘削範囲 

     基本方針断面 

     基本方針掘削範囲 

     基本方針築堤範囲 
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武庫川基本方針における引堤箇所（2/2） 

 甲武橋下流（7.7k 付近） 標準断面図  SV=1/400,SH=1/800  

▽全計河床高 
▽工実河床高 

【凡 例】 

     整備計画断面 

     整備計画掘削範囲 

     基本方針断面 

     基本方針掘削範囲 

     基本方針築堤範囲 
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■ 参考資料②：RIVERFRONT 2001 Vol.42 2002 P21 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


